
仏
舎
利
三
千
粒
と
戒
律

鑑
真
か
ら
覚
盛
へ

内
藤

栄

は
じ
め
に

鎌
倉
時
代
に
南
都
復
興
に
携
わ
っ
た
僧
侶
に
は
、
舎
利
信
仰
を
推
進
し
た
人
物
が
少
な
く
な
い
。
彼
ら
は
舎
利
を
仏
教
の
祖
で
あ
る
釈
迦

へ
の
追
慕
や
回
帰
の
象
徴
と
捉
え
、
ま
た
舎
利
法
や
宝
珠
法
に
代
表
さ
れ
る
舎
利
の
マ
ジ
カ
ル
な
パ
ワ
ー
を
信
奉
し
た
。
唐
招
提
寺
の
復
興

に
当
た
っ
た
僧
侶
た
ち
も
そ
の
例
に
漏
れ
ず
、
舎
利
を
勧
進
の
旗
頭
に
据
え
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
覚
盛
は
舎
利
の
も
と

で
の
授
戒
や
布
薩
を
行
う
な
ど
、
舎
利
に
対
し
て
他
の
僧
と
は
違
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
示
し
た
。
そ
れ
は
鑑
真
の
授
戒
作
法
を
復
活
さ
せ
た
も

の
で
あ
り
、
鑑
真
に
よ
る
仏
舎
利
請
来
の
意
義
を
覚
盛
が
十
分
に
把
握
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
覚
盛
は
、
舎
利
（
釈
迦
）
の
も
と
で

仏
弟
子
に
な
る
と
い
う
、
真
の
意
味
で
の
釈
迦
へ
の
回
帰
を
実
現
し
た
と
も
言
え
る
。
舎
利
信
仰
に
関
し
て
覚
盛
は
重
源
や
叡
尊
の
陰
に
隠

れ
た
感
が
あ
る
が
、
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
舎
利
信
仰
に
新
風
を
吹
き
込
ん
だ
人
物
と
し
て
再
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
小
稿
で
は
、
鑑
真
が
請
来
し
た
仏
舎
利
三
千
粒
の
由
緒
、
請
来
の
目
的
に
稿
を
起
こ
し
、
唐
招
提
寺
の
復
興
期
に
お
け
る
舎
利
礼
拝

空
間
の
整
備
の
歴
史
、
そ
し
て
覚
盛
の
舎
利
信
仰
の
特
徴
を
考
え
る
こ
と
と
し
た
い
。
さ
ら
に
、
覚
盛
の
影
響
を
受
け
た
律
僧
の
舎
利
信
仰

に
も
及
び
た
い
と
思
う
。
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一

仏
舎
利
三
千
粒
の
由
緒

鑑
真
は
来
日
の
際
、
三
千
粒
の
舎
利
を
請
来
し
た
。
こ
の
舎
利
は
、
空
海
が
唐
か
ら
請
来
し
た
仏
舎
利
八
十
粒
、
二
歳
の
聖
徳
太
子
の
掌

か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
た
と
さ
れ
る
舎
利
と
と
も
に
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
っ
と
も
信
仰
を
集
め
た
舎
利
で
あ
っ
た
。
ま
つ
ら
れ
た
場
所
の
名
を

取
り
、
鑑
真
の
舎
利
は
「
招
提
舎
利
」、
空
海
の
舎
利
は
「
東
寺
舎
利
」
と
も
呼
ば
れ
、
聖
徳
太
子
の
舎
利
は
出
現
し
た
際
に
太
子
が
「
南

無
仏
」
と
唱
え
た
と
伝
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、「
南
無
仏
舎
利
」
と
も
呼
ば
れ
る
（
本
稿
で
は
鑑
真
請
来
の
舎
利
を
「
仏
舎
利
三
千
粒
」
と
称
す
る

こ
と
に
す
る
）。

こ
れ
ら
の
舎
利
の
共
通
点
は
、
宗
派
の
祖
師
あ
る
い
は
偉
大
な
仏
教
者
に
由
来
す
る
こ
と
、
そ
し
て
（
南
無
仏
舎
利
は
当
た
ら
な
い
が
）
海

を
渡
っ
て
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
舎
利
の
真
偽
に
対
し
て
、
イ
ン
ド
か
ら
遠
く
離
れ
た
日
本
人
は
と
り
わ
け
関
心
が
高
か
っ

た
。
そ
の
た
め
、
し
ば
し
ば
真
偽
を
確
認
し
た
逸
話
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
日
本
人
が
初
め
て
仏
教
に
接
し
た
飛
鳥
時
代
ま
で
遡
る
。

『
日
本
書
紀
』
に
よ
れ
ば
、
敏
達
天
皇
十
三
年
（
五
八
四
）、
蘇
我
馬
子
は
自
邸
に
お
い
て
法
会
を
催
し
た
が
、
斎
食
に
お
い
て
参
列
者
の
一

人
司
馬
達
等
は
自
身
の
食
器
の
中
に
舎
利
を
見
つ
け
、
馬
子
に
献
じ
た
。
馬
子
は
真
偽
を
確
か
め
る
た
め
舎
利
を
鎚
で
打
っ
た
が
砕
け
ず
、

水
に
投
げ
入
れ
る
と
舎
利
は
心
の
念
ず
る
ま
ま
に
浮
き
沈
み
し
、
馬
子
は
真
骨
と
知
っ
て
悔
い
信
心
を
深
め
た
と
い
う
。
こ
の
話
は
中
国
に

粉
本
が
あ
り
史
実
と
は
認
め
が
た
い
が(1)、
重
要
な
点
は
日
本
人
が
す
で
に
飛
鳥
時
代
に
お
い
て
、
舎
利
の
真
偽
に
こ
だ
わ
る
姿
勢
を
有
し
て

い
た
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
舎
利
は
わ
が
国
に
海
を
越
え
て
も
た
ら
さ
れ
る
、
も
し
く
は
感
得
や
湧
出
と
い
っ
た
奇
跡
に
よ
っ
て
入

手
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
仏
舎
利
三
千
粒
は
こ
の
条
件
を
ク
リ
ア
し
て
い
た
。

舎
利
に
限
ら
ず
、
海
外
か
ら
は
最
新
の
仏
教
が
し
ば
し
ば
わ
が
国
に
伝
え
ら
れ
た
。
最
新
の
仏
教
を
伝
え
た
人
物
に
は
、
鑑
真
や
空
海
、

最
澄
の
よ
う
に
一
つ
の
宗
派
の
祖
師
と
な
っ
た
僧
も
少
な
く
な
い
。
彼
ら
が
舎
利
を
請
来
し
た
場
合
、
舎
利
は
釈
迦
の
遺
骨
と
し
て
の
意
味

に
加
え
、
釈
迦
が
祖
師
に
与
え
た
印
可
と
し
て
の
意
味
も
生
じ
、
宗
派
に
と
っ
て
特
別
な
重
宝
と
な
る
。
次
に
述
べ
る
よ
う
に
、
仏
舎
利
三
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千
粒
は
鑑
真
が
授
戒
に
用
い
る
た
め
に
請
来
し
た
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
舎
利
の
も
と
で
授
戒
す
る
こ
と
は
釈
迦
よ
り
仏
弟
子
と
し
て
認
可
さ

れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

鑑
真
が
舎
利
を
請
来
し
た
目
的
に
つ
い
て
、
東
野
治
之
氏
は
重
要
な
指
摘
を
し
て
い
る
。
東
野
氏
は
鑑
真
請
来
の
『
関
中
創
立
戒
壇
図

経
』
に
戒
壇
の
内
部
に
舎
利
を
埋
納
す
る
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
『
七
大
寺
巡
礼
私
記
』
に
東
大
寺
の
戒
壇
に
聖
武
天
皇
の
遺

骨
が
埋
納
さ
れ
て
い
る
と
い
う
、
舎
利
安
置
を
連
想
さ
せ
る
伝
承
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
戒
律
の
普
及
に
使
用
す
る
た
め
に
鑑
真
が
大
量
の

舎
利
を
請
来
し
た
と
論
じ
た(2)。
今
日
、
仏
舎
利
三
千
粒
は
白
瑠
璃
舎
利
壺
に
入
れ
ら
れ
、
舎
利
壺
は
金
亀
舎
利
塔
（
図
1
）
の
塔
身
内
部
に

安
置
さ
れ
て
い
る
。
白
瑠
璃
舎
利
壺
は
奈
良
時
代
の
日
本
で
は
作
る
こ
と
の
な
か
っ
た
吹
き
ガ
ラ
ス
製
で
あ
り
、
鑑
真
が
請
来
し
た
こ
と
は

疑
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
仏
舎
利
三
千
粒
が
わ
が
国
に
請
来
さ
れ
た
後
、
多
少
は
分
与
さ
れ
た
と
し
て
も(3)、
鑑
真
一
行
が
東
大
寺
か
ら
唐
招
提

寺
に
移
住
し
た
際
に
、
仏
舎
利
三
千
粒
は
舎
利
壺
ご
と
唐
招
提
寺
に
移
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。『
唐
大
和
上
東
征
伝
』
は
、
唐

招
提
寺
の
建
立
が
戒
律
を
学
ぶ
た
め
に
日
本
各
地
か
ら
訪
れ
る
者
た
ち
に
習
学
の
機
会
を
与
え
た
い
と
願
う
鑑
真
の
意
思
に
基
づ
く
と
伝
え

て
い
る(4)。
唐
招
提
寺
に
仏
舎
利
三
千
粒
が
移
さ
れ
た
の
は
、
当
寺
を
戒
律
道
場
と
す
る
目
的
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

承
和
二
年
（
八
三
五
）
に
住
持
の
豊
安
が
撰
述
し
た
『
招
提
寺
建
立
縁
起
』
に
よ
れ
ば
、
平
安
時
代
初
期
に
お
い
て
仏
舎
利
三
千
粒
は
金

堂
の
北
東
に
あ
っ
た
経
楼
に
安
置
さ
れ
て
い
た
。
経
楼
の
建
立
は
延
暦
年
間
（
七
八
二
〜
八
〇
六
）
の
後
期
か
ら
弘
仁
六
年
（
八
一
五
）
頃
に

活
躍
し
た
如
宝
に
よ
る
と
推
定
さ
れ(5)、
鑑
真
の
時
代
に
遡
る
も
の
で
は
な
い
。
鑑
真
の
時
代
に
仏
舎
利
三
千
粒
が
寺
内
の
ど
の
堂
宇
に
安
置

さ
れ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
奈
良
時
代
に
お
い
て
仏
舎
利
は
塔
に
奉
安
さ
れ
る
の
が
基
本
で
あ
り
、
唐
招
提
寺
に
は
弘
仁
元
年
（
八
一

〇
）
に
五
重
塔
が
建
立
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
に
仏
舎
利
が
分
納
さ
れ
た
可
能
性
は
あ
る
。
し
か
し
、
仮
に
五
重
塔
に
奉
籠
さ
れ
た
と
し

て
も
仏
舎
利
三
千
粒
の
大
部
分
は
経
楼
に
安
置
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
。
お
そ
ら
く
授
戒
に
使
用
す
る
た
め
に
舎
利
を
建
物
内
に
お
い
て
保

管
し
、
随
時
運
び
出
せ
る
状
態
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

管
見
の
限
り
で
は
、
建
物
内
に
お
い
て
舎
利
を
ま
つ
る
こ
と
は
わ
が
国
で
は
こ
れ
が
嚆
矢
で
あ
る
。
平
安
時
代
の
初
頭
、
空
海
が
仏
舎
利

八
十
粒
を
東
寺
の
宝
蔵
に
置
き
、
年
に
一
度
宮
中
に
移
し
て
後
七
日
御
修
法
に
用
い
た
が
、
唐
招
提
寺
の
例
は
そ
れ
を
半
世
紀
ほ
ど
遡
る
。

仏舎利三千粒と戒律
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こ
の
保
管
方
法
が
、
平
安
時
代
後
期
以
降
、
仏
舎
利
三
千
粒
に
対
す
る
信
仰
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
頃
よ
り
仏
舎
利
を
本
尊

と
す
る
舎
利
法
や
、
仏
舎
利
を
籠
め
た
宝
珠
を
本
尊
と
す
る
宝
珠
法
が
真
言
宗
を
中
心
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
皇
族
や
貴
族
、
武
家
の

厚
い
支
持
を
得
た(6)。
こ
れ
ら
の
修
法
に
は
法
要
の
場
に
ま
つ
る
こ
と
が
可
能
で
、
か
つ
霊
験
の
あ
る
舎
利
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
代
表
的
な

舎
利
が
仏
舎
利
三
千
粒
と
東
寺
の
仏
舎
利
八
十
粒
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
舎
利
は
し
ば
し
ば
分
与
、
あ
る
い
は
感
得
さ
れ
、
寺
外
に
も
信
仰

の
裾
野
を
広
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
仏
舎
利
三
千
粒
に
対
す
る
信
仰
が
高
ま
り
を
見
せ
る
中
、
唐
招
提
寺
は
鎌
倉
復
興
を
迎
え
る
こ
と
に
な

る
。と

こ
ろ
で
、
鑑
真
が
仏
舎
利
三
千
粒
を
入
手
し
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、『
延

暦
僧
録
』
鑑
真
伝
に
は
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
記
事
が
あ
る
。

（
前
略
）
於
壱開
元
年
中
。
有
壱崇
福
寺
主
僧
明
演
。
来
白
云
。
今
崇
福
寺
破
落
。
請
大
和
上
降
壱臨
於
彼
。
講
律
受
戒
。
修
壱営
功
徳
。

依
飲請
赴
飲彼
講
壱大
律
等
修
壱造
大
殿
。（
中
略
）
又
欲
飲構
飲塔
。
其
江
都
県
令
陳
明
府
向
壱洲
衙
。
馬
上
忽
見
溢塔
上
霧
気
結
壱成
九
層
。

語
飲典
言
。
其
塔
本
有
壱七
級
。
如
壱今
九
層
。
細
者
乃
是
彩
雲
二
重
結
壱於
塔
上
。
在
飲後
造
壱塔
三
層
。
積
壱上
級
九
。
八
角
高
五
十
七

丈
。
下
三
重
基
。
々
開
壱四
門
八
面
。
乃
今
羅
睺
法
師
検
校
造
飲塔
亦
畢
。
歎
飲無
壱舎
利
。
時
有
壱梵
僧
。
将
壱舎
利
五
千
粒
来
。
乃
尽

従
飲請
得
。
二
千
粒
於
壱塔
上
供
養
。
便
放
壱光
明
。
余
三
千
粒
随
飲身
供
壱養
海
若
大
風
。（
後
略
）

開
元
年
中
（
七
一
三
〜
七
四
二
）、
鑑
真
は
崇
福
寺
の
明
演
の
請
い
を
受
け
当
寺
に
お
い
て
講
律
、
授
戒
し
、
大
殿
を
修
造
し
た
。
さ
ら
に

八
角
七
重
塔
を
建
立
し
た
が
、
塔
に
納
め
る
舎
利
が
な
い
こ
と
を
歎
い
て
い
た
と
こ
ろ
、
舎
利
五
千
粒
を
携
え
た
梵
僧
（
イ
ン
ド
も
し
く
は

西
域
の
僧
）
が
現
れ
た
。
鑑
真
は
そ
れ
を
請
い
受
け
二
千
粒
を
塔
上
に
安
置
し
、
三
千
粒
は
常
に
身
か
ら
離
さ
ず
供
養
し
た
。
残
っ
た
舎
利

の
数
が
三
千
粒
で
あ
る
こ
と
、
常
に
携
帯
し
た
こ
と
が
わ
が
国
へ
の
請
来
を
暗
示
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
仏
舎
利
三
千
粒
に
当
た
る
可
能

性
は
高
い
で
あ
ろ
う
。

中
国
の
人
々
に
と
っ
て
も
舎
利
の
真
偽
は
重
要
な
関
心
事
で
あ
っ
た
。
中
国
の
記
録
に
は
イ
ン
ド
よ
り
舎
利
が
請
来
さ
れ
た
と
い
う
伝
承

や
、
イ
ン
ド
の
ア
シ
ョ
ー
カ
王
が
建
立
し
た
仏
塔
の
遺
構
か
ら
舎
利
が
発
見
さ
れ
た
と
い
う
逸
話
を
散
見
す
る
こ
と
が
で
き
る(7)。
や
は
り
、
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舎
利
は
イ
ン
ド
よ
り
も
た
ら
さ
れ
る
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
。
仏
舎
利
三
千
粒
は
そ
の
条
件
も
ク
リ
ア
し
て
い
る
。

二

戒
律
復
興
の
象
徴
と
し
て
の
仏
舎
利
三
千
粒

今
日
、
仏
舎
利
三
千
粒
は
金
亀
舎
利
塔
（
図
1
）
に
安
置
さ
れ
、
経
楼
の
旧
位
置
に
建
つ
舎
利
殿
（
鼓
楼
）
の
初
層
に
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。

筆
者
は
金
亀
舎
利
塔
の
造
立
年
代
に
つ
い
て
別
稿
で
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
金
亀
舎
利
塔
の
様
式
が
鎌
倉
時
代
前
期
か
ら
中
期

（
十
二
世
紀
前
半
〜
半
ば
）
の
特
徴
を
示
し
て
お
り
、
造
立
は
鼓
楼
が
建
立
さ
れ
た
仁
治
元
年
（
一
二
四
〇
）
頃
と
推
定
で
き
る
と
指
摘
し
た(8)。

本
章
で
は
そ
の
推
論
に
基
づ
き
、
戒
律
復
興
の
過
程
で
仏
舎
利
三
千
粒
を
荘
厳
す
る
空
間
が
整
い
、
金
亀
舎
利
塔
が
造
立
さ
れ
た
こ
と
を
述

べ
た
い
。

唐
招
提
寺
の
復
興
は
、
平
安
時
代
後
期
に
唐
招
提
寺
の
住
持
と
な
っ
た
実
範
（
？
〜
一
一
四
四
）
に
よ
っ
て
着
手
さ
れ
た
。『
招
提
千
歳
伝

記
』
実
範
伝
に
は
、
実
範
の
学
問
、
唐
招
提
寺
に
移
住
し
た
経
緯
等
が
記
さ
れ
て
い
る
。

律
師
実
範
京
城
人
也
。
姓
藤
原
氏
。
諫
議
太
夫
顕
実
第
四
子
也
。
智
度
冲
深
神
用
高
爽
。
少
而
出
壱父
母
之
家
投
壱興
福
寺
習
壱学
唯

識
。
洞
壱明
底
蘊
。
後
入
壱醍
醐
従
壱厳
覚
公
稟
壱於
密
教
。
覚
公
先
夢
青
龍
出
飲池
矯
壱首
水
面
。
因
召
飲徒
曰
。
今
日
必
有
壱求
法
人

来
。
若
等
当
飲払
壱壇
場
塵
。
以
壱其
日
果
範
公
至
。
覚
公
大
悦
。
乃
竭
飲底
授
焉
。（
中
略
）
因
飲是
詣
壱春
日
社
。
期
壱七
昼
夜
慇
祈
壱

神
託
。
期
満
之
夜
夢
自
壱招
提
以
壱銅
筧
通
壱浄
水
于
中
川
。
寤
後
以
為
壱是
好
相
。
明
旦
至
壱招
提
。
見
壱殿
宇
荒
廃
緇
徒
寥
落
。
一
残

僧
畊
壱于
田
。
師
近
問
曰
。
太
祖
影
堂
何
在
。
僧
指
壱其
処
。
亦
問
寺
中
無
壱比
丘
邪
。
僧
曰
。
我
雖
壱不
敏
曩
曾
聴
溢四
分
戒
本
于
壱戒

光
和
上
。
師
大
喜
遂
就
壱影
堂
乞
為
壱授
受
。
尋
壱帰
中
河
大
開
壱講
席
。
四
来
学
徒
雲
臨
海
涌
。
初
師
在
壱忍
辱
山
。
因
飲採
飲華
至
壱中

川
見
壱境
物
霊
。
乃
奏
飲官
建
壱伽
藍
号
曰
壱根
本
成
身
院
。
後
亦
入
壱招
提
。
永
久
四
年
奏
壱于
鳳
闕
。
修
壱理
伽
藍
。
盛
説
壱律
教
。
於

飲斯
律
徒
来
聚
更
復
壱古
春
。（
後
略
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
実
範
は
諫
議
太
夫
藤
原
顕
実
の
第
四
子
で
、
最
初
興
福
寺
で
唯
識
を
学
ん
だ
が
、
後
に
醍
醐
寺
に
移
り
厳
覚
よ
り
密
教
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図1 金亀舎利塔

を
学
ん
だ
。
実
範
が
春
日
社
に
お
い
て
七
昼

夜
祈
禱
し
た
際
、
夢
に
唐
招
提
寺
よ
り
中
川

に
向
け
銅
の
筧
を
通
っ
て
清
ら
か
な
水
が
流

れ
て
い
る
様
を
見
て
、
こ
れ
を
好
相
と
感
じ

唐
招
提
寺
に
向
か
っ
た
。
し
か
し
、
唐
招
提

寺
は
荒
廃
し
一
僧
が
田
を
耕
す
ば
か
り
で
あ

っ
た
。
実
範
は
そ
の
僧
よ
り
戒
律
を
学
び
、

中
川
寺
に
戻
る
と
衆
僧
を
集
め
て
講
義
を
行

っ
た
。
実
範
は
中
川
に
お
い
て
伽
藍
を
建
て

根
本
成
身
院
と
号
し
た
が
、
後
に
唐
招
提
寺

に
移
住
し
、
永
久
四
年
（
一
一
一
六
）
に
当
寺
の
伽
藍
の
修
理
を
上
奏
し
た
。

実
範
が
唐
招
提
寺
に
移
住
し
た
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
唐
招
提
寺
に
お
け
る
実
範
の
活
動
の
中
で
永
久
四
年
は
重
要
な
年
で
あ
っ
た
ら

し
い
。
関
白
藤
原
忠
実
の
日
記
『
殿
暦
』
に
よ
れ
ば
、
永
久
四
年
二
月
二
十
六
日
、
忠
実
は
自
身
が
発
願
し
た
春
日
社
御
塔
に
奉
籠
す
る
舎

利
を
、
実
範
と
推
定
さ
れ
る
唐
招
提
寺
の
別
当
僧
か
ら
譲
渡
さ
れ
て
い
る
。
同
日
条
に
は
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

申
剋
許
昭
（
マ
マ
）提

寺
別
当
僧
相
壱具
舎
利
来
、
件
舎
利
籠
壱銅
塔
、
々
有
壱同
金
蓮
華
、
其
下
亀
形
以
木

造
之
、
塔
内
有
壱瑠
璃
壺
、
其
内
有
壱舎
利
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
唐
招
提
寺
の
別
当
僧
が
銅
の
舎
利
塔
を
持
参
し
た
が
、
そ
の
塔
の
下
に
は
金
蓮
華
と
木
製
の
亀
形
が
あ
り
、
塔
の
内
部

に
は
舎
利
を
入
れ
た
瑠
璃
壺
が
安
置
さ
れ
て
い
た
。
亀
座
が
木
製
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
日
の
金
亀
舎
利
塔
と
は
別
物
で
あ
る
こ
と
は
明
ら

か
だ
が
、
舎
利
壺
を
納
め
た
塔
を
蓮
台
と
亀
座
が
支
え
る
形
式
が
今
日
と
変
わ
ら
な
い
点
が
注
目
さ
れ
る
。
亀
座
に
の
る
宝
塔
の
意
味
に
つ

い
て
は
諸
説
あ
る
が
、『
瑜
祇
経
秘
決
』
等
に
説
か
れ
る
瑜
祇
塔
を
表
し
た
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
瑜
祇
塔
と
い
う
密
教
で

用
い
ら
れ
た
塔
婆
形
式
を
唐
招
提
寺
に
導
入
し
た
人
物
は
、
実
範
を
お
い
て
他
に
考
え
難
い
。
藤
原
忠
実
に
舎
利
を
譲
渡
し
た
の
と
唐
招
提
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図2 釈迦如来立像

寺
の
伽
藍
修
理
の
上
奏
が
と
も
に
永
久
四
年
で
あ
る
こ
と
は
、
関
白
で
あ
っ
た
忠
実
を
仲
介
す
る
こ
と
で
上
奏
が
実
現
し
た
こ
と
を
暗
示
し

て
い
る
。
想
像
の
域
を
出
な
い
が
、
忠
実
は
仏
舎
利
三
千
粒
の
譲
渡
を
受
け
た
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
伽
藍
復
興
の
助
力
に
動
い
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
、
仏
舎
利
三
千
粒
は
伽
藍
復
興
を
推
進
さ
せ
る
上
で
象
徴
的
な
存
在
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

鎌
倉
時
代
に
な
る
と
仏
舎
利
三
千
粒
を
礼
拝
す
る
空
間
の
整
備
と
舎
利
供
養
の
恒
例
行
事
化
が
、
唐
招
提
寺
の
十
九
代
住
持
と
な
っ
た
貞

慶
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
。
貞
慶
は
建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
）、
東
室
の
南
側
を
道
場
に
改
め
、
釈
迦
念
仏
会
を
始
め
た
。
今
日
の
礼
堂
で
あ

る
。『
釈
迦
念
仏
会
願
文
幷
風
誦
文
』
の
う
ち
の
貞
慶
が
撰
じ
た
願
文
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
舎
利
に
対
し
七
昼
夜
釈
迦
如
来
の
名
号
を
不
断

に
唱
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
同
書
に
お
い
て
、
貞
慶
は
釈
迦
が
身
体
の
一
部
を
日
本
と
い
う
僻
遠
の
地
に
留
め
置
い
た
こ
と
に
感
謝

し
、
舎
利
を
拝
す
る
こ
と
が
奇
跡
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
仏
舎
利
の
威
光
に
よ
り
釈
迦
の
末
法
が
保
た
れ
、
唐
招
提
寺
の
伽
藍
が
存
続
し
、

興
法
利
生
お
よ
び
平
等
利
益
と
い
っ
た
功
徳
を
実
現
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る(9)。
貞
慶
は
仏
舎
利
を
唐
招
提
寺
の
信
仰
の
核
に
据
え
、
末
法

の
世
に
お
け
る
衆
生
救
済
の
根
幹
に
置
く
発
想
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

そ
れ
よ
り
四
十
年
ほ
ど
を
経
た
仁
治
元
年
（
一
二
四
〇
）、
礼
堂
の
西
側
に
舎
利
殿
（
鼓
楼
）
が
建
立
さ
れ
た
。
こ
の
位
置
は
経
楼
が
あ
っ

た
場
所
で
、
仏
舎
利
三
千
粒
は
創
建
期
以
来

の
旧
位
置
に
安
置
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
舎

利
殿
の
建
立
は
覚
盛
が
唐
招
提
寺
に
移
住
す

る
四
年
前
で
あ
り
、
第
二
十
代
住
持
の
戒
如

の
時
代
に
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら

に
、
正
嘉
二
年
（
一
二
五
八
）
に
は
、
今
日

の
礼
堂
本
尊
で
あ
る
釈
迦
如
来
立
像
（
図

2
）
が
約
一
万
人
の
僧
俗
男
女
の
結
縁
に
よ

っ
て
造
立
さ
れ
た
。
こ
の
像
は
釈
迦
の
生
前
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の
姿
を
写
し
た
と
さ
れ
る
清
凉
寺
釈
迦
如
来
像
の
模
刻
で
あ
る
。
こ
の
時
は
覚
盛
の
示
寂
か
ら
九
年
を
経
て
お
り
、
第
二
十
二
代
住
持
の
証

玄
の
時
代
で
あ
っ
た
が
、
釈
迦
そ
の
人
に
よ
り
近
い
釈
迦
如
来
像
を
必
要
と
す
る
機
運
が
唐
招
提
寺
内
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
、

数
年
前
に
前
代
の
住
持
で
あ
る
覚
盛
が
戒
律
を
復
興
し
た
こ
と
と
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
釈
迦
本
人
を
前
に
し
て
授
戒
を
行

う
た
め
に
本
像
が
造
立
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

十
三
世
紀
初
頭
に
貞
慶
が
釈
迦
念
仏
会
を
開
始
し
て
よ
り
半
世
紀
以
上
に
及
ぶ
歳
月
を
経
て
、
釈
迦
と
舎
利
を
ま
つ
る
空
間
が
整
備
さ
れ

た
。
先
述
の
よ
う
に
、
金
亀
舎
利
塔
の
様
式
は
鎌
倉
時
代
前
期
か
ら
後
期
（
十
三
世
紀
前
半
か
ら
半
ば
）
の
特
徴
を
有
し
て
お
り
、
こ
の
時
期

に
お
け
る
唐
招
提
寺
の
伽
藍
整
備
に
お
い
て
、
金
亀
舎
利
塔
が
造
立
さ
れ
た
可
能
性
が
最
も
高
い
時
期
は
、
仁
治
元
年
（
一
二
四
〇
）
に
お

け
る
舎
利
殿
の
建
立
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
中
世
に
お
け
る
唐
招
提
寺
の
復
興
に
お
い
て
、
寺
僧
が
仏
舎
利
三
千
粒
に
何
を
求
め
て
い
た
か
を
示
す
資
料
が
あ
る
。
建
長
七
年

（
一
二
五
五
）
八
月
五
日
に
唐
招
提
寺
か
ら
興
福
寺
に
提
出
さ
れ
た
牒
状
（『
春
日
大
社
文
書
』
六
〇
五
）
を
挙
げ
よ
う
。

招
提
寺
謹
触
申

欲
鰯蒙
壱貴
寺
御
許
、
暫
奉
飲渡
溢御
舎
利
於
壱御
寺
近
辺
、
勧
壱貴
賤
知(識
ヵ
）

□
修
芋造
堂
塔
僧
院
破
壊
茨状

右
謹
検
壱旧
記
、
当
寺
者
戒
律
之
濫
觴
、
舎
利
之
霊
砌
也
、
道
俗
誰
聊
爾(哉
ヵ
）

□
、
而
草
創
年
旧
而
仏
閣
甍
傾
、
扶
持
人
絶
而
僧
院
荒
蕪
、

中
比
海
住
山
上
人
聊
雖
飲被
飲加
壱修
治
、
其
又
季
移
而
破
壊
如
飲元
、
朝
夕
見
飲之
眼
晩
、
寤
寐
思
飲之(機
ヵ
）

□
□
、
以
壱何
方
便
修
営
、
以
壱

何
計
略
支
飲之
、
抑
当
寺
御
舎
利
者
、
惣
朝
家
之
福
田
、
別
南
都
之
重
宝
、
不
飲可
壱輙
移
転
、
雖
飲可
壱啻
寺
而
勧
進
、
且
有
壱参
詣
之

煩
、
且
無
壱供
養
之
儔
歟
、
就
中
当
世
勧
進
充
壱満
国
土
、
虚
実
難
飲弁
、
然
者
近
奉
飲渡
溢御
舎
利
於
壱貴
寺
之
辺
、
勧
壱有
縁
知
識
令
壱

供
養
、
若
有
壱其
施
物
者
以
飲彼
為
壱用
途
、
欲
溢遂
備
壱修
造
之
大
功
、
若
蒙
壱御
寺
之
許
容
者
、
寺
門
所
望
尤
可
飲足
矣
、
仍
恐
恐
触

申
之
状
如
飲件
、

建
長
七
年
八
月
五

日

貞
慶
修
理
後
年
月
を
経
て
元
の
よ
う
に
破
損
し
た
の
で
、
仏
舎
利
を
興
福
寺
の
近
辺
に
出
し
て
有
縁
の
知
識
か
ら
施
物
を
集
め
て
修
造
の
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大
功
を
成
し
遂
げ
た
い
と
訴
え
て
い
る
。
建
長
七
年
は
覚
盛
の
後
を
継
ぐ
証
玄
が
住
持
と
な
っ
た
直
後
で
あ
り
、
証
玄
が
最
初
に
手
が
け
た

仕
事
で
あ
っ
た
か
と
想
像
さ
れ
る
。
礼
堂
の
釈
迦
如
来
像
が
三
年
後
に
一
万
人
の
結
縁
に
よ
っ
て
造
立
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
折

の
勧
進
は
大
き
な
成
功
を
収
め
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
唐
招
提
寺
の
寺
僧
た
ち
の
間
に
は
、
仏
舎
利
三
千
粒
は
知
識
た
ち
に
唐
招
提
寺
へ

の
帰
依
を
訴
え
か
け
、
喜
捨
を
集
め
る
力
を
有
す
る
と
い
う
認
識
が
あ
り
、
伽
藍
再
興
の
象
徴
的
存
在
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

三

覚
盛
の
舎
利
信
仰

覚
盛
が
唐
招
提
寺
の
住
持
を
勤
め
た
の
は
、
寛
元
二
年
（
一
二
四
四
）
か
ら
示
寂
し
た
建
長
元
年
（
一
二
四
九
）
の
五
年
間
で
あ
っ
た
。
こ

の
時
期
、
舎
利
殿
は
す
で
に
建
立
さ
れ
、
仏
舎
利
三
千
粒
は
現
行
の
金
亀
舎
利
塔
に
納
め
ら
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
唐
招
提
寺
に
お
け

る
仏
舎
利
の
礼
拝
設
備
は
す
で
に
整
っ
て
お
り
、
釈
迦
念
仏
会
も
四
十
年
以
上
継
続
さ
れ
、
比
較
的
軌
道
に
乗
っ
た
時
期
に
覚
盛
は
住
持
に

就
い
た
と
言
え
よ
う
。

覚
盛
は
寛
元
二
年
二
月
に
唐
招
提
寺
に
移
住
す
る
と
、
四
月
十
四
日
に
は
僧
侶
四
十
六
人
を
集
め
講
堂
に
お
い
て
舎
利
会
を
行
っ
た
。

『
招
提
千
歳
伝
記
』
大
悲
菩
薩
伝
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

（
前
略
）
夏
四
月
十
四
日
。
聚
壱衆
侶
四
十
六
人
開
溢舎
利
会
於
壱講
堂
。
梵
唄
伶
楽
声
震
壱山
林
。
次
行
壱四
分
布
薩
。
請
壱思
円
尊
公

而
令
壱説
戒
。
翌
日
行
壱梵
網
布
薩
。
師
昇
飲座
説
戒
布
薩
畢
。
率
飲衆
集
壱于
三
聚
坊
。
有
壱金
光
一
道
従
壱坊
之
西
起
。
光
中
有
壱神

人
。
長
一
丈
余
冠
裳
偉
麗
。
比
丘
教
円
進
飲前
問
曰
卿
為
飲誰
邪
。
曰
我
是
卅
三
天
主
帝
釈
也
。
覚
盛
師
発
壱无
上
菩
提
心
興
壱已
絶
之

律
蔵
。
如
飲法
行
壱布
薩
。
故
十
六
応
真
遣
飲我
随
喜
。
又
曰
雖
壱比
丘
僧
既
備
未
飲有
壱比
丘
尼
。
我
先
以
飲爾
為
飲尼
。
言
訖
隠
矣
。
時

香
気
鬱
勃
充
壱満
寺
中
。
忽
教
円
転
飲男
成
飲女
。
一
衆
無
飲不
壱駭
嘆
。
円
即
辞
飲衆
帰
壱古
郷
。
勉
壱其
姉
某
出
家
名
曰
壱信
如
。
師
更

勧
壱請
十
六
応
真
於
壱舎
利
殿
中
。
即
於
壱如
来
真
身
舎
利
前
授
壱大
比
丘
尼
戒
。（
後
略
）

右
に
よ
れ
ば
、
覚
盛
は
四
十
六
人
の
僧
侶
を
集
め
て
講
堂
に
お
い
て
舎
利
会
を
行
い
、
そ
の
様
子
は
「
梵
唄
、
伶
楽
の
声
は
山
林
を
震
わ

仏舎利三千粒と戒律

129



す
」
と
形
容
さ
れ
た
。
大
勢
の
僧
侶
が
参
集
し
、
楽
舞
が
賑
々
し
く
演
じ
ら
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
つ
い
で
覚
盛
は
四
分
布
薩
を
行
い
、

叡
尊
に
依
頼
し
て
説
戒
を
行
っ
た
。
翌
日
、
梵
網
布
薩
を
行
い
、
覚
盛
は
座
に
着
き
説
戒
布
薩
を
行
っ
た
。
こ
の
折
、
覚
盛
は
衆
僧
を
率
い

て
三
聚
坊
に
集
ま
っ
た
が
、
こ
こ
で
金
光
の
中
に
帝
釈
天
が
現
れ
る
と
い
う
奇
瑞
に
遭
遇
し
た
。
帝
釈
天
は
覚
盛
が
戒
律
を
復
興
し
法
の
ご

と
く
布
薩
を
行
っ
た
が
故
に
、
十
六
応
真
（
十
六
羅
漢
）
の
命
を
受
け
こ
の
場
に
来
臨
し
た
こ
と
を
伝
え
た
が
、
一
方
で
比
丘
尼
の
授
戒
が

い
ま
だ
に
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
嘆
き
、
一
人
の
比
丘
を
比
丘
尼
に
変
え
る
と
い
う
奇
跡
を
起
こ
し
た
。
そ
こ
で
、
覚
盛
は
十
六
応
真
を

舎
利
殿
中
に
勧
請
し
、
舎
利
殿
中
に
お
い
て
如
来
真
身
舎
利
の
前
で
大
比
丘
尼
戒
を
授
け
た
。

こ
の
記
録
は
説
話
的
要
素
が
強
い
が
、
重
要
な
点
は
覚
盛
が
行
っ
た
布
薩
や
説
戒
が
舎
利
会
と
セ
ッ
ト
で
行
わ
れ
た
こ
と
、
ま
た
覚
盛
が

舎
利
殿
に
お
い
て
比
丘
尼
の
授
戒
を
行
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
鑑
真
の
時
代
の
授
戒
作
法
を
再
現
し
て
い
る
と
推
測

さ
れ
る
。
釈
迦
の
前
で
授
戒
を
行
う
と
い
う
鑑
真
の
教
え
を
、
覚
盛
が
実
践
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

さ
て
、
唐
招
提
寺
に
は
平
安
時
代
末
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
用
い
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
法
会
諸
道
具
が
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち

の
木
製
柄
香
炉
（
図
3
）
は
火
炉
裏
面
に
「
唐
招
提
寺

舎
利
会
香
炉

五
百
之
内
」
と
い
う
墨
書
銘
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
舎
利
会
で
用
い

ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
五
百
と
い
う
数
字
は
、
右
の
記
録
に
見
え
る
僧
侶
四
十
六
人
を
大
き
く
上
回
る
お
び
た
だ
し
い
数
の
人
々

が
参
列
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
法
会
諸
道
具
に
は
、
建
永
二
年
（
一
二
〇
七
）
の
銘
を
持
つ
羯
鼓
（
図
4
）
を
は
じ
め
、
奚
婁

（
図
5
）、
鼓
胴
（
図
6
）、
楯
、
太
鼓
縁
、
鉦
鼓
縁
な
ど
の
楽
舞
や
行
道
に
用
い
ら
れ
た
品
、
道
場
を
荘
厳
す
る
幡
を
懸
け
る
の
に
用
い
た
龍

頭
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
道
具
は
、
舎
利
会
を
は
じ
め
と
す
る
唐
招
提
寺
に
お
け
る
種
々
の
法
会
に
使
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

唐
招
提
寺
に
伝
わ
る
法
会
諸
道
具
は
、「
梵
唄
、
伶
楽
の
声
は
山
林
を
震
わ
す
」
と
形
容
さ
れ
た
寛
元
二
年
の
舎
利
会
の
余
韻
を
伝
え
て
い

る
。唐

招
提
寺
移
住
前
に
お
け
る
覚
盛
の
舎
利
信
仰
に
つ
い
て
も
見
て
お
こ
う
。『
招
提
千
歳
伝
記
』
大
悲
菩
薩
伝
、
お
よ
び
西
大
寺
に
伝
わ

る
覚
盛
願
経
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
寛
元
元
年
（
一
二
四
三
）、
覚
盛
は
興
福
寺
常
喜
院
に
お
い
て
『
法
華
経
』『
四
分
戒
本
』『
梵
網
経
』『
大

乗
百
法
門
論
』『
般
若
心
経
』『
一
切
如
来
心
秘
密
全
身
舎
利
宝
篋
印
陀
羅
尼
経
』『
唯
識
三
十
頌
』
を
書
写
し
、
宝
治
元
年
（
一
二
四
七
）
七
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図3 木製柄香炉

図5 奚 婁 図4 羯 鼓

図6 鼓 胴
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月
に
塔
を
造
立
し
て
経
典
を
納
め
、
唐
招
提
寺
応
量
坊
に
移
し
て
供
養
し
た
。
経
典
の
選
択
に
興
福
寺
に
お
い
て
唯
識
と
戒
律
を
学
ん
だ
覚

盛
の
学
問
体
系
が
反
映
し
て
い
る
。
右
の
う
ち
舎
利
信
仰
に
関
わ
る
経
典
は
『
一
切
如
来
心
秘
密
全
身
舎
利
宝
篋
印
陀
羅
尼
経
』
で
あ
る
。

同
経
に
よ
れ
ば
、
こ
の
経
典
を
書
写
し
て
塔
中
に
安
置
す
れ
ば
、
そ
れ
は
一
切
の
如
来
の
全
身
舎
利
（
釈
迦
の
舎
利
の
よ
う
に
砕
身
せ
ず
、
火

化
さ
れ
な
い
状
態
の
全
身
の
遺
身
）
を
安
置
す
る
塔
と
な
り
、
一
切
如
来
の
神
力
で
護
持
さ
れ
、
一
切
の
悪
し
き
も
の
に
煩
わ
さ
れ
な
い
と
さ

れ
る
。
同
経
は
東
大
寺
を
再
興
し
た
重
源
が
文
治
元
年
（
一
一
八
五
）
に
大
仏
の
胎
内
に
仏
舎
利
八
十
粒
と
と
も
に
納
入
し
た
例
が
あ
る

（『
南
無
阿
弥
陀
仏
作
善
集
』）
ほ
か
、
同
寺
南
大
門
の
金
剛
力
士
像
の
胎
内
か
ら
も
写
本
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
西
大
寺
の
叡
尊
は
文

永
四
年
（
一
二
六
七
）
に
般
若
寺
の
文
殊
菩
薩
像
の
胎
内
に
舎
利
や
様
々
な
経
典
を
奉
納
し
た
が
、
そ
の
中
に
宝
篋
印
陀
羅
尼
一
千
遍
を
書

写
し
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
た
（『
金
剛
仏
子
叡
尊
感
身
学
正
記
』）。『
一
切
如
来
心
秘
密
全
身
舎
利
宝
篋
印
陀
羅
尼
経
』
は
、
鎌
倉
時
代
の
南

都
復
興
に
お
け
る
舎
利
信
仰
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
経
典
で
あ
り
、
覚
盛
の
書
写
事
業
も
そ
の
系
譜
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
。
換
言
す
れ
ば
、
唐
招
提
寺
移
住
前
に
お
け
る
覚
盛
の
舎
利
信
仰
は
、
重
源
や
叡
尊
ら
と
変
わ
ら
ぬ
立
場
に
あ
り
、
戒
律
と
の
接
点
は
い

ま
だ
顕
著
と
は
言
え
な
い
。

四

忍
性
の
関
東
下
向
と
舎
利

鎌
倉
時
代
、
南
都
復
興
に
携
わ
っ
た
僧
侶
に
は
舎
利
信
仰
を
鼓
吹
し
た
人
物
が
少
な
く
な
い
が
、
叡
尊
と
そ
の
弟
子
で
あ
る
忍
性
は
、
覚

盛
と
同
じ
律
僧
と
し
て
舎
利
を
授
戒
に
用
い
た
可
能
性
が
あ
る
点
で
特
筆
さ
れ
る
。
忍
性
は
非
人
救
済
に
献
身
的
な
活
動
を
行
な
い
、
三
十

六
歳
で
東
国
に
移
り
住
み
、
終
生
奈
良
に
戻
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
叡
尊
が
体
験
し
た
法
華
寺
舎
利
の
湧
出
に
ま
つ
わ
る
奇
跡
を

取
り
上
げ
、
叡
尊
お
よ
び
忍
性
に
お
け
る
授
戒
と
舎
利
と
の
関
連
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

『
金
剛
仏
子
叡
尊
感
身
学
正
記
』
文
永
八
年
（
一
二
七
一
）
条
に
、
叡
尊
が
体
験
し
た
仏
舎
利
湧
出
譚
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
次
の

よ
う
な
内
容
で
あ
る
。
同
年
二
月
、
叡
尊
は
西
大
寺
寺
中
の
仏
舎
利
、
お
よ
び
法
華
寺
で
湧
出
し
た
仏
舎
利
二
千
粒
を
供
養
し
た
。
結
願
後
、
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法
華
寺
舎
利
を
壇
か
ら
下
し
て
収
納
し
た
が
、
香
箱
の
蓋
の
上
に
舎
利
二
粒
が
現
れ
た
。
舎
利
の
出
現
は
そ
の
後
も
続
き
、
最
終
的
に
五
千

粒
を
数
え
た
。
叡
尊
は
こ
の
奇
瑞
は
法
華
寺
の
本
願
で
あ
る
光
明
皇
后
の
意
思
に
よ
る
も
の
と
考
え
た
。
叡
尊
は
三
千
粒
を
西
大
寺
分
と
し

て
拝
領
し
、
う
ち
一
千
粒
を
忍
性
が
所
望
す
る
の
で
与
え
、
百
粒
を
諸
人
に
分
け
、
残
り
は
西
大
寺
の
鉄
宝
塔
に
安
置
し
た
。

『
法
華
寺
舎
利
縁
起
』
に
よ
れ
ば
、
法
華
寺
湧
出
の
仏
舎
利
は
次
の
よ
う
な
由
緒
を
有
し
て
い
た
。
法
華
寺
の
尼
僧
空
如
は
唐
招
提
寺
に

参
籠
し
た
折
、
自
身
が
感
得
し
た
東
寺
舎
利
一
粒
の
真
偽
を
確
認
す
る
た
め
鎚
で
打
っ
た
と
こ
ろ
、
五
打
目
で
砕
け
光
明
を
発
し
た
。
法
華

寺
の
尼
僧
修
阿
弥
陀
仏
は
そ
れ
を
一
粒
も
ら
い
受
け
た
が
、
そ
れ
は
や
が
て
二
粒
に
増
え
た
。
修
阿
弥
陀
仏
の
息
子
行
窮
は
年
来
舎
利
を
求

め
て
い
た
が
、
母
の
舎
利
が
分
散
し
た
こ
と
を
知
り
、
一
粒
を
請
い
受
け
た
。
行
窮
所
持
の
舎
利
は
や
が
て
数
百
粒
に
ま
で
分
散
し
た
。
建

長
三
年
（
一
二
五
一
）
に
叡
尊
が
法
華
寺
で
律
を
講
じ
た
際
、
行
窮
は
舎
利
を
持
参
し
た
が
、
そ
の
舎
利
は
叡
尊
と
尼
僧
の
目
前
で
無
数
に

分
散
し
た
。
行
窮
は
全
て
拾
い
集
め
て
帰
っ
た
が
、
講
義
を
続
け
て
い
た
叡
尊
は
書
物
の
上
や
机
の
上
に
出
現
し
た
舎
利
を
発
見
し
、
壺
に

入
れ
て
法
華
寺
に
安
置
し
た
。
舎
利
は
日
々
倍
増
し
、
文
永
七
年
（
一
二
七
〇
）
正
月
に
は
二
千
七
十
三
粒
を
数
え
た
と
い
う
。

以
上
を
ま
と
め
れ
ば
、
こ
の
仏
舎
利
は
空
海
ゆ
か
り
の
東
寺
舎
利
一
粒
か
ら
分
散
し
た
も
の
で
、
唐
招
提
寺
に
お
い
て
奇
跡
を
起
こ
し
て

お
り
、
叡
尊
は
光
明
皇
后
の
意
思
で
分
散
を
起
こ
し
た
と
考
え
た
。
叡
尊
は
三
千
粒
を
西
大
寺
分
と
し
て
請
い
受
け
、
そ
の
う
ち
の
百
粒
を

諸
人
に
分
け
与
え
、
忍
性
に
は
一
千
粒
と
い
う
破
格
に
多
い
数
の
舎
利
を
与
え
た
。
お
そ
ら
く
忍
性
は
自
身
の
念
持
用
と
し
て
で
は
な
く
、

確
固
た
る
目
的
、
具
体
的
に
言
え
ば
造
塔
、
造
像
、
舎
利
法
、
授
戒
な
ど
に
使
用
す
る
意
思
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。『
性
公
大
徳

譜
』
に
よ
れ
ば
、
忍
性
は
建
治
元
年
（
一
二
七
五
）、
焼
失
し
た
極
楽
寺
の
塔
婆
を
再
建
し
、
弘
安
元
年
（
一
二
七
八
）、
筑
波
の
椎
尾
山
頂
に

宝
塔
を
建
立
し
た
。
同
書
に
よ
れ
ば
忍
性
は
生
涯
に
お
い
て
二
十
基
の
塔
婆
を
建
立
し
、
二
十
五
基
の
塔
を
供
養
し
た
。
こ
れ
ら
の
塔
全
て

に
舎
利
が
安
置
さ
れ
た
と
は
限
ら
な
い
が
、
舎
利
を
ま
つ
っ
た
塔
婆
も
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
叡
尊
の
周
辺
で
は
西

大
寺
の
釈
迦
如
来
立
像
を
は
じ
め
、
胎
内
に
舎
利
を
安
置
し
た
仏
像
を
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
茨
城
県
土
浦
市
宍
塚
の
般
若
寺
の
縁
起

に
よ
れ
ば
、
同
寺
の
阿
弥
陀
三
尊
像
は
忍
性
の
造
立
に
な
り
、
三
尊
に
は
各
々
舎
利
が
安
置
さ
れ
て
い
た
と
い
う(10)。
忍
性
も
舎
利
を
安
置
し

た
仏
像
を
し
ば
し
ば
造
立
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
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ま
た
、
授
戒
に
舎
利
が
不
可
欠
な
こ
と
は
先
述
の
通
り
で
あ
る
。
建
長
四
年
（
一
二
五
二
）、
三
十
六
歳
の
忍
性
は
関
東
に
下
向
し
た
が
、

こ
の
時
の
決
意
を
忍
性
は
同
学
に
「
東
州
い
ま
だ
人
あ
ら
ず
、
我
い
ま
だ
得
ざ
る
と
い
え
ど
も
頗
る
先
度
を
欲
す
る
の
み
。
こ
れ
我
輩
の
志

な
り
。
す
な
わ
ち
常
州
に
い
き
清
涼
院
に
す
ま
い
し
、
律
学
を
闢
か
ん
」（『
元
亨
釈
書
』
巻
第
十
三
、
原
漢
文
）
と
語
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

伝
戒
の
人
が
い
な
い
関
東
に
下
向
し
、
戒
律
を
広
め
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
。
実
際
、
二
年
後
の
建
長
六
年
（
一
二
五
四
）、
忍
性
は
初
め

て
具
足
戒
を
授
け
、
和
上
と
な
っ
た
（『
性
公
大
徳
譜
』）。
授
戒
に
は
仏
舎
利
が
必
要
だ
が
、
忍
性
は
師
叡
尊
が
大
量
の
仏
舎
利
を
所
持
し
て

い
る
こ
と
を
知
り
、
そ
の
一
部
を
請
い
受
け
た
で
あ
ろ
う
。
一
千
粒
と
い
う
お
び
た
だ
し
い
数
の
舎
利
を
携
え
て
伝
戒
の
た
め
に
東
国
に
移

り
住
み
、
再
び
郷
里
に
戻
ら
な
か
っ
た
姿
は
、
仏
舎
利
三
千
粒
を
携
え
東
海
の
日
本
に
渡
り
、
生
涯
日
本
で
授
戒
を
行
っ
た
鑑
真
を
彷
彿
さ

せ
る
。
忍
性
は
最
晩
年
の
永
仁
六
年
（
一
二
九
八
）
に
東
征
伝
絵
巻
三
巻
を
作
成
し
、
唐
招
提
寺
に
奉
納
し
た
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
鑑
真

を
追
慕
す
る
想
い
は
人
一
倍
強
か
っ
た
。
忍
性
は
行
基
や
鑑
真
、
あ
る
い
は
叡
尊
な
ど
偉
大
な
先
学
に
自
身
の
行
動
を
重
ね
る
傾
向
が
あ
り
、

関
東
下
向
は
鑑
真
の
東
征
に
な
ぞ
ら
え
た
行
い
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
し
か
も
、
拝
領
し
た
舎
利
が
空
海
、
唐
招
提
寺
、
叡
尊
に
ゆ
か

り
が
あ
る
こ
と
は
、
忍
性
を
し
て
東
国
へ
の
伝
戒
の
使
命
感
を
よ
り
強
く
自
覚
さ
せ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
唐
招
提
寺
の
第
二
十
九
代
住
持
覚
恵
も
舎
利
が
大
量
に
増
え
る
体
験
を
し
て
い
る
。『
招
提
千
歳
伝
記
』
覚
恵
伝
に
よ
れ
ば
、
元

徳
三
年
（
一
三
三
一
）
三
月
、
覚
恵
は
越
前
に
至
り
新
善
光
寺
を
建
立
し
た
。
覚
恵
は
こ
の
寺
に
舎
利
が
な
い
こ
と
を
嘆
き
、
唐
招
提
寺
の

仏
舎
利
三
千
粒
か
ら
六
粒
を
請
い
受
け
、
新
善
光
寺
に
安
置
し
た
。
六
年
を
過
ぎ
た
時
、
六
千
粒
に
増
え
て
お
り
、
覚
恵
は
ま
す
ま
す
信
心

を
深
め
た
と
い
う
。
覚
恵
伝
は
新
善
光
寺
建
立
の
目
的
を
記
し
て
い
な
い
が
、
唐
招
提
寺
の
住
持
が
伝
戒
を
行
わ
な
か
っ
た
と
は
考
え
難
く
、

や
は
り
授
戒
の
た
め
に
地
方
に
舎
利
を
ま
つ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

以
上
、
仏
舎
利
三
千
粒
に
対
す
る
信
仰
に
つ
い
て
検
討
し
、
覚
盛
が
こ
の
舎
利
を
用
い
て
授
戒
を
行
っ
た
こ
と
、
こ
れ
は
鑑
真
が
も
た
ら
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し
た
授
戒
作
法
を
復
活
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。
さ
ら
に
、
覚
盛
の
信
仰
は
同
時
代
の
律
僧
に
も
広
が
り
、
忍
性
の
よ
う
に
大

量
の
舎
利
を
携
え
て
東
国
に
伝
戒
に
赴
く
僧
も
登
場
し
た
。
そ
の
根
底
に
は
鑑
真
の
東
征
を
模
範
と
し
、
生
涯
故
郷
に
戻
ら
な
い
強
い
決
意

が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

本
稿
の
主
要
な
テ
ー
マ
は
、
仏
舎
利
三
千
粒
の
存
在
が
戒
律
復
興
を
推
進
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
極
端
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
唐
招
提
寺

は
仏
舎
利
三
千
粒
を
守
り
伝
え
た
か
ら
こ
そ
、
鎌
倉
時
代
に
戒
律
復
興
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
ま
で
鎌
倉
時
代
の

南
都
復
興
に
お
い
て
舎
利
信
仰
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
理
由
を
釈
迦
へ
の
回
帰
、
舎
利
法
や
宝
珠
法

の
隆
盛
に
求
め
る
傾
向
が
強
い
が
、
戒
律
と
舎
利
と
の
関
連
に
も
注
意
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
時
期
の
舎
利
信
仰
の
立
役
者

の
多
く
が
律
僧
で
あ
る
こ
と
も
、
そ
の
こ
と
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
。

註(1
)
中
国
に
お
け
る
舎
利
の
真
偽
を
確
認
す
る
逸
話
と
し
て
、
舎
利
を
水
に
浸
け
る
方
法
と
鎚
で
打
つ
方
法
が
あ
る
。
前
者
に
は
魏
の
明
帝
の
時
代
（
二
二

七
〜
二
三
九
）
に
外
国
の
沙
門
が
明
帝
の
前
で
水
を
張
っ
た
盤
の
中
に
舎
利
を
入
れ
た
と
こ
ろ
、
光
を
放
っ
た
と
い
う
話
（『
冊
府
元
亀
』
巻
五
十
一

「
帝
王
部
崇
釈
氏
一
」）、
晋
の
は
じ
め
（
三
世
紀
）
還
俗
し
よ
う
と
す
る
僧
に
父
が
舎
利
を
水
に
投
げ
入
れ
、
五
色
の
光
を
発
す
る
と
い
う
奇
跡
を
起
こ

し
た
と
い
う
話
（『
法
苑
珠
林
』
巻
四
十
）
な
ど
が
あ
る
。
後
者
に
は
呉
の
赤
鳥
四
年
（
二
四
一
）、
孫
権
が
外
国
僧
の
感
得
し
た
舎
利
を
壊
せ
な
か
っ
た

と
い
う
話
（
同
）、
呉
の
孫
皓
（
治
世
二
六
四
〜
二
八
〇
）
が
舎
利
を
鎚
で
打
っ
た
が
壊
れ
な
か
っ
た
と
い
う
話
（
同
）
な
ど
が
あ
る
。

(2
)
東
野
治
之
「
鑑
真
和
上
と
東
大
寺
戒
壇
院

授
戒
と
舎
利
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て

」（『
戒
律
文
化
』
三
号
、
戒
律
文
化
研
究
会
、
二
〇
〇
五
年
、

『
大
和
古
寺
の
研
究
』、
塙
書
房
、
二
〇
一
一
年
所
収
）。

(3
)
「
諸
寺
建
立
次
第
」（
建
久
六
年
〜
建
保
四
年
〈
一
一
九
五
〜
一
二
一
六
〉）
に
は
、
仏
舎
利
三
千
粒
に
つ
い
て
「
僧
坊
東
有
飲蔵
、
納
壱和
尚
所
飲持
(舎
ヵ
)
和
利

也
、
奉
飲分
壱国
王
大
臣
等
残
三
千
粒
也
」
と
見
え
る
。

(4
)
『
唐
大
和
上
東
征
伝
』

（
前
略
）
時
有
鰯四
方
来
学
壱戒
律
者
茨。
縁
飲無
壱供
養
多
有
壱退
還
。
此
事
漏
壱聞
天
聴
。
仍
以
壱宝
字
元
年
丁
酉
十
一
月
廿
三
日
。
勅
施
壱備
前
国
水

田
一
百
町
。
大
和
尚
以
壱此
田
欲
飲立
壱伽
藍
。
時
有
壱勅
旨
施
壱大
和
尚
園
地
一
区
。
是
故
一
品
新
田
部
親
王
之
旧
宅
。
普
照
、
思
託
請
鰯大
和
尚

以
壱此
地
為
壱伽
藍
長
伝
壱四
分
律
蔵
、
法
励
四
分
律
疏
、
鎮
道
場
餝
宗
義
記
、
宣
律
師
鈔
、
以
壱持
戒
之
力
保
芋護
国
家
茨。
大
和
尚
言
大
好
。
即
宝
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字
三
年
八
月
一
日
私
立
壱唐
律
招
提
。（
後
略
）

(5
)
内
藤
栄
「
創
建
期
唐
招
提
寺
の
造
営
経
過
」（『
藝
叢
』
第
三
号
、
筑
波
大
学
芸
術
学
系
芸
術
学
研
究
室
、
一
九
八
六
年
）。

(6
)
舎
利
法
、
宝
珠
法
に
つ
い
て
は
、
内
藤
栄
『
舎
利
荘
厳
美
術
の
研
究
』（
青
史
出
版
、
二
〇
一
〇
年
）
参
照
。

(7
)
中
国
に
お
け
る
ア
シ
ョ
ー
カ
王
建
立
伝
承
を
有
す
る
主
な
塔
に
、
白
馬
寺
東
の
塔
（『
仏
祖
統
記
』
巻
五
十
三
）、
長
干
寺
塔
（『
高
僧
伝
』
巻
十
三
）、

法
門
寺
塔
（『
唐
大
薦
福
寺
故
寺
主
翻
訳
大
徳
和
尚
伝
』）
が
あ
る
。

(8
)
内
藤
栄
「
唐
招
提
寺
金
亀
舎
利
塔
の
成
立
」（
百
橋
明
穂
先
生
退
職
記
念
献
呈
論
文
集
『
美
術
史
歴
参
』、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
一
三
年
）。

(9
)
「
釈
迦
念
仏
会
願
文
幷
風
誦
文
」
の
う
ち
願
文

（
前
略
）
就
中
至
壱遺
身
舎
利
。
帰
依
殊
重
。
正
分
壱在
世
之
昔
身
。
現
留
壱無
漏
之
真
体
辺
土
。
得
飲之
希
而
甚
希
。
肉
眼
見
飲之
。
奇
而
猶
恠
。
機
縁

之
深
。
恩
徳
之
重
。
大
哉
。
至
哉
。（
中
略
）
殊
発
壱大
誓
願
。
永
守
壱此
仏
舎
利
。
増
壱威
光
。
以
壱真
実
之
法
味
。
動
壱本
誓
。
以
壱諸
衆
之
祈
念
。

願
報
壱釈
尊
一
万
年
之
末
法
。
伽
藍
之
甍
不
飲傾
。
又
及
壱増
劫
六
万
歳
之
時
節
。
駄
都
之
光
無
飲沈
。
以
施
壱興
法
利
生
之
大
益
。
以
壱満
飲上
求
飲下
化

之
深
願
。
乃
至
結
界
。
平
等
利
益
矣
。

(10
)
「
諸
州
神
仏
縁
起
」（
江
戸
時
代
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
に
よ
る
。
本
書
に
つ
い
て
は
、
般
若
寺
の
内
山
賢
昇
住
職
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
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